Changing the Word from “heisan” to “anzan” by 鈴木 丹士郎
「平産」から「安産」へ 
















の中で「安産」 （ 「苦しまないで出産すること。無事にお産をすること。 」 『大辞林』三版）についても述べたことがある。その際、同義語の「平産」 （ 「 「安産」に同じ。 」 『大辞林』三版）との関係についても若干触れたが、意を尽くさぬ憾みがあり、改めてまず「平産」 、 「安産」がどのように用いられているのかを、だいたい時代順に見て行き、この二つの語がど ような使用状況を示すのか、その傾向を通覧することか 始めることにする。
 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































以上のほかに『薩摩守忠度』 、 『源れいぜいぶし』 、 『釈迦如来誕生会』 、 『娥歌かるた』 、 『国性爺合戦』 、 『国性爺後日











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 98 ） 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 105 ） 
で断定は避けなければならないが、身分の高い人（貴人）に対しては同輩および下輩では相当に違っていたのに対して、同輩と下輩との間ではそれほど差はなかったのではないかと考え いる。なお、後考に待つことにした 。
 


































































































































































































とある例があげてあ 。ただ、 『史料纂集』所収 『花園天皇
宸記』には「誕生」とある。 「誕生」は日本では古く皇













（ 107 ） 
(
2 ) 

















品が 歌舞伎狂言にある。 「こやす（子安） 」は、子をやすら に産む意であり、 「安産」に同義の「こやす」を振り仮名として当てたものである。十八 紀に入ると「安産」も次第に用いられるようになった時期であるが、 「こやす」が当時としては一般に通用していたものと思われる。
 
(
5 ) 
杉本つとむ『馬琴、滝沢瑣吉とその言語生活』 （至文堂）
53ページ。
 
(
6 ) 
『時代別国語大辞典
 
室町時代編』 （三省堂）に採録。
 
(
7 ) 
山東京傳全集編纂委員会編『山東京伝全集』一巻の黄表紙１・九巻の合巻４（ぺりかん社）に拠る。
 
(
8 ) 
板坂則子校訂『馬琴草双紙集』叢書江戸文庫
33（国書刊行会）に拠る。
 
(
9 ) 
長谷川雄大・木村薫〈翻刻〉 『専修国文』八七に拠る。
 
(
10 ) 
長友千代治校注『女重宝記・男重宝記
 元禄若者心得集』 （社会思想社、現代教養文庫）に拠る。
 
(
11 ) 
『世話用文章』近世文芸資料類従
 参考文献編９（勉誠社）所収に拠る。
 
(
12 ) 
高梨信博編『改編・
宝暦新撰
早引節用集』 （私家版）に拠る。その他の早引節用集は『節用集大系』 （大空社）所収のものに拠る。
 
(
13 ) 
近世文芸資料類従
 参考文献編５（勉誠社）に拠る。
 
(
14 ) 
『重宝記集
 一』近世文芸資料類従
 参考文献編
14（勉誠社）所収に拠る。
 
 
〔補遺〕脱稿後、杉本つとむ『井原西鶴と日本語の世界―
ことばの浮世絵師
』 （彩流社、二〇一二年五月刊）により、西鶴の『武道
伝来記』に「安産」の例のあることを知った。その例を次に記す。 「首
しゆ
尾び
心かけぬるに女の身は是
せ
非ひ
もなくつゐに
懐くはい
胎たい
して。
物思ふうちに月かさなり男
なん
子を安産
あんざん
しけるに」 （八・一）
 
